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「
自
然
環
境
保
護
対
策
基
本
計
画
」
の
中
で
は
、「
保
全
」「
管
理
」「
活
用
」

の
３
項
目
を
大
き
な
柱
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
方
策
を
提
示
し
て
い
ま

す
が
、「
管
理
」
の
項
目
の
中
で
、
大
切
な
農
地
の
取
得
、
復
田
等
は
、
農
業

生
産
法
人
を
設
立
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

稲
作
の
で
き
る
耕
地
の
再
生
を
め
ざ
し

自
然
と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
II

見
直
し
を
行
っ
た
「
自
然
環
境
保
護

対
策
基
本
計
画
」
の
中
で
は
、「
土
地
区

画
整
理
事
業
の
中
止
に
伴
い
農
業
生
産

法
人
が
農
地
を
取
得
し
復
田
化
を
実
施
」

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
本
計
画
の
中
で
は
、
土
地
利

用
の
基
本
方
針
を
、（
１
）”
自
然
と
共
生

す
る
地
域
づ
く
り
“を
目
標
と
し
た
土
地

利
用
を
推
進
す
る
こ
と
、（
２
）
対
象
地
域

に
お
い
て
、
大
面
積
を
占
め
る
企
業
の

仮
登
記
し
た
農
地
（
耕
作
放
棄
地
）
に
つ

い
て
、
市
が
適
切
な
手
法
で
取
得
し
、

他
の
農
地
を
含
め
、
可
能
な
限
り
復
田

化
す
る
こ
と
、（
３
）
復
田
及
び
水
田
の
耕

作
・
管
理
に
際
し
て
は
、
希
少
動
植
物

へ
の
配
慮
や
環
境
と
調
和
し
た
農
法
の

採
用
等
に
留
意
す
る
こ
と
、（
４
）
水
田
耕

作
の
担
い
手
と
し
て
は
、
①
設
立
す
る

農
業
生
産
法
人
等
に
よ
る
取
り
組
み
、

■
土
地
利
用
の
基
本
方
針

②
地
域
住
民
の
み
な
ら
ず
、
広
範
な
都

市
住
民
や
企
業
、
学
校
ま
で
幅
広
く
視

野
に
入
れ
た
市
民
参
加
、
③
環
境
に
対

す
る
専
門
性
を
持
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意

識
の
高
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
、
の
三
つ

の
柱
を
想
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
基
本
計
画
に
沿
っ
て
ビ
オ

ト
ー
プ
化
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
市
で

農
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
農
地
を
取

得
す
る
こ
と
は
、
法
律
の
制
約
が
あ
り
、

直
接
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
江
川
地
区
の
農
業
と
自
然

の
共
生
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
農

業
生
産
法
人
を
設
立
す
る
た
め
、
市
、

自
然
保
護
団
体
、
農
業
関
係
者
に
よ
り

設
立
準
備
会
を
立
ち
上
げ
、
平
成
18
年

７
月
と
８
月
に
設
立
準
備
会
を
２
回
開

催
し
、
法
人
の
名
称
や
事
業
計
画
な
ど

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

■
農
地
取
得
へ
向
け
て

美しい里山の自然の中で


